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1 はじめに

Windows Server 2022,2019,2016のエディションは
DatacenterまたはStandardをご利用ください。

全体の流れ

1 レッツ原価管理Go2をサーバーにインストールします。
【注意】 必ず管理者権限を持つユーザーでインストールしてください。

サーバーコンピューターに対して[サーバーのインストール]と[クライアントのインストール]

の両方を行ってください。

C インストールマニュアル(ネットワーク版)

 2-1サーバーのセットアップ 3-1クライアントのセットアップ

2 サーバーコンピューターにリモートデスクトップサービスをインストールします。
C P.1-2 リモートデスクトップセッションホスト役割サービスの追加

3
C P.1-5　リモートデスクトップセッションホストの構成

 

4 ライセンスサーバーのアクティブ化とライセンスのインストールを行います。
C P.1-8 ライセンスサーバーのアクティブ化

6 クライアントPCでレッツ原価管理Go2リモートデスクトップショートカットを作成します。
C P.1-15 レッツ原価管理Go2のリモートデスクトップショートカットの作成

7 クライアントで接続します。

インストールしたリモートデスクトップサービスの設定を変更します。

レッツ原価管理Go2をリモートデスクトップサービスでご利用いただく
場合のセットアップ手順です。
当マニュアルではワークグループ環境を想定して説明いたします。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合

2 Windows Server 2022,2019,2016

WORKGROUP環境の場合

リモートデスクトップセッションホスト役割サービスの追加

1 管理者アカウントでログオンします。

2 [スタートメニュー]から[サーバーマネージャー]を開きます。
見つからない場合は[Windows]+[R]キーを押してファイル名を指定して実行

　　 を起動し[servermanager.exe]と入力して[OK]をクリックします。

3 サーバーマネージャーを起動後、メニューバーより[管理]をクリックし
[役割と機能の追加]をクリックします。

4 役割と機能の追加ウィザード画面が表示されたら[次へ]をクリックします。

5 [役割ベースまたは機能ベースのインストール]を選択し[次へ]をクリックします。
※[リモートデスクトップサービスのインストール]が選択肢として表示されますが、

  仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）に使用するサービスであり

  ここでは選択しません。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合 

6 [サーバープールからサーバーを選択]が選択されていることを確認し、
[サーバープール]欄よりインストール対象のサーバーを選択して
[次へ]をクリックします。

※ 単一サーバーの場合はそのまま[次へ]をクリックします。

7 [リモートデスクトップサービス]にチェックを入れ[次へ]をクリックします。

8 機能の選択画面に移るので何も選択せず[次へ]をクリックします。

9 リモートデスクトップサービス画面に移るので[次へ]をクリックします。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合

　
10 [Remote Desktop Session Host]と[リモートデスクトップライセンス]

にチェックを入れます。チェックを入れた際に表示される画面で[管理ツールを含める]
にチェックが入っていることを確認して[機能の追加]クリックし[次へ]をクリックします。

11 インストールオプションの確認画面でインストールオプションを確認します。
適宜[必要に応じて対象サーバーを自動的に再起動する]にチェックを入れ
[インストール]をクリックします。

[必要に応じて対象サーバーを自動的に再起動する]にチェックを入れると
「自動的に再起動しますか？」というポップアップが表示されるので
[はい]をクリックします。

12 インストールの進行状況画面で｢インストールが正常に完了しました｣の表示を確認し
構成は完了です。[閉じる]をクリックしウィザードを終了します。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合 

リモートデスクトップセッションホストの構成

1 管理者アカウントでログオンします。

2 [Windows]+[R]キーを押してファイル名を指定して実行を起動し、[gpedit.msc]と
入力して[OK]をクリックします。

3 グループポリシーエディター画面が表示されたら、左ペインより
[コンピューターの構成]→[管理用テンプレート]→[Windowsコンポーネント]
→[リモートデスクトップサービス]→[リモートデスクトップセッションホスト]
→[ライセンス]の順に展開します。

4 [指定のリモートデスクトップライセンスサーバーを使用する]を
ダブルクリックします。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合

5 [有効]を選択して[使用するライセンスサーバー]の部分にサーバーのコンピューター名
またはIPアドレスを入力します。

6 [リモートデスクトップライセンスモードの設定]をダブルクリックします。

7 [有効]を選択し、プルダウンメニューより購入されているライセンスモードを
指定して[OK]をクリックします。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合 

8 次に左ペインから[接続]を選び、
[一覧にないプログラムをリモートから起動できるようにする]をダブルクリックします。

     

9 [有効]を選択し、[OK]します。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合

ライセンスサーバーのアクティブ化

1 [スタートメニュー]→[Windows管理ツール]から
[リモートデスクトップライセンスマネージャー]を開きます。
ない場合は[Windows]+[R]キーを押して[ファイル名を指定して実行]を起動し
[licmgr.exe]と入力して[OK]クリックします。

2 サーバーを右クリックして[サーバーのアクティブ化]をクリックします。

3 サーバーアクティブ化ウィザードの開始画面が表示されるので[次へ]を
クリックして進めます。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合 

4 接続方法の設定画面が表示されます。
[自動接続]になっていることを確認して[次へ]をクリックします。

5 会社情報を入力します。
入力したら[次へ]をクリックします。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合

6 次に詳細な会社情報を入力します。
入力しない場合[次へ]をクリックしてスキップすることも可能です。
[次へ]をクリックするとライセンスサーバーのアクティブ化が開始されます。

7 ライセンスサーバーのアクティブ化が完了します。
[ライセンスのインストールウィザードを開始する]にチェックした状態で[次へ]
をクリックし、続いて[ライセンスのインストール]を行います。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合 

8 ライセンスのインストールウィザード開始画面が表示されます。
[次へ]をクリックして進めます。

9 ライセンスプログラム画面が表示されたら[ライセンスプログラム]のプロダクトメニュー
より適切なライセンスプログラムを選択し[次へ]をクリックします。
※ここからの手順はご購入いただいたライセンス形態により異なります。

ここでは[Open License]を選択して進めていきます。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合

10 次に購入しているライセンス番号を入力し[次へ]をクリックします。

11 製品のバージョン、ライセンスの種類を選択、ライセンス数を入力し[次へ]を
クリックします。

12 インストール後[ライセンスのインストールウィザードが正常に完了しました。]
と表示されたら[完了]をクリックし、インストールを終了します。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合 

リモートデスクトップ用ユーザーアカウントの設定

1 管理者アカウントでログオンします。

2 [Windows]+[R]キーを押してファイル名を指定して実行を起動し、
[compmgmt.msc]と入力して[OK]をクリックします。

3 コンピューターの管理画面が表示されたら[ローカルユーザーとグループ]を展開し
　　 [グループ]をクリックします。グループ一覧より[Remote Desktop Users]を

ダブルクリックします。

4 Remote Desktop Usersのプロパティ画面で[追加]をクリックします。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合

5 [選択するオブジェクト名を入力してください]欄にリモートデスクトップで使用する
ユーザーアカウントを入力し[名前の確認]をクリックします。名前が確定されたことを
確認し[OK]をクリックします。

6 [所属するメンバー]欄に追加したアカウントが表示されていることを確認し
[OK]をクリックします。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合 

レッツ原価管理Go2のリモートデスクトップショートカットの作成

[Windows11の場合]

[スタート]→[すべてのアプリ]→[Windows ツール]→[リモートデスクトップ接続]を
クリックします。

[Windows10の場合]

[スタート]→[Windowsアクセサリ]→[リモートデスクトップ接続]を
クリックします。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合

1 リモートデスクトップ接続の画面を開いたら[オプション表示]をクリックします。

2 ログオン設定の部分にリモート接続するサーバーのコンピューター名(またはIPアドレス)
ログオンするユーザを入力します。
入力された状態で接続設定の[名前を付けて保存]をクリックしRDPファイルを作成します。

3 作成したRDPファイルを右クリック→[プログラムから開く]→[メモ帳]で開きます。
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Windows Server 2022/2019/2016 WORKGROUP環境の場合 

4 開いたメモ帳の最後の行に[alternate shell:s:"プログラムパス・ファイル名"]を入力して
上書き保存します。
(例) alternate shell:s:"C:\Program Files (x86)\Lets\LetsGo2\LetsGo2.exe"

5 編集したRDPファイルをダブルクリックすることでリモートデスクトップ接続し
自動的にサーバー上のレッツ原価管理Go2が起動されます。
※初回接続時はログオンユーザーのパスワードが求められます。

次回以降パスワード確認を表示しないようにするには[資格情報を記憶する]
にチェックします。

※作成したRDPファイルではレッツ原価管理Go2のみ操作できます。
(レッツ原価管理Go2を閉じた場合リモートデスクトップ接続も切断されます。)

帳票レイアウターのリモートデスクトップショートカットの作成

1 1-15.レッツ原価管理Go2のリモートデスクトップショートカットの作成の1～3の手順
でRDPファイルを作成し、メモ帳で開きます。

2 開いたメモ帳の最後の行に[alternate shell:s:"プログラムパス・ファイル名"]を入力して
上書き保存します。
(例) alternate shell:s:"C:\Program Files (x86)\Lets\LetsGo2\System\

 Layouter\EndUserDesignercs.exe"

3 編集したRDPファイルをダブルクリックすることでサーバー上の帳票レイアウターが
起動できます。
※ レッツ原価管理Go2のショートカットと同様に帳票レイアウターのみ操作できます。

(帳票レイアウターを閉じた場合リモートデスクトップ接続も切断されます。)
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